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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・第7回法人研修と第9回院内研修のレポートを3/31日（木）までに提出しましょう。
法人研修のレポートは、教育委員会宛てにメールを返信。
院内研修のレポートは、共有フォルダの2021年度教育委員会→レポート提出用フォルダ！！提出はこちら！！へ保存してください。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・4月1日付疾患別診療計画書 作成・アップロード期日 4/15(金)厳守
　医師評価必要な利用者は3/25（金）厳守
※疾患別診療計画書の職員名簿は「菅原静香」さんの名前は除外しておくように。

＜利用者様情報＞
デイケア
・角濱　義弘様～昨日、病棟スタッフより見学、体験利用の依頼があり、調整していた。
現在フェーズ5であり、新型コロナウイルス感染対策として他施設の立ち入りに関して病院管理者で検討中であり、決定次第、調整してく。
・赤石　陽介様　～正午前に本人より入電あり。3月24日（水）デイケア利用後の夜に37.5℃
発熱と嘔気があったとの事。症状はすぐに治まったが、翌日は仕事を休み、本日は外来受診したとの事。外来時に主治医へ相談しなかったが大丈夫かと確認がある。今後、また発熱する等症状のあった際は連絡頂く事し終話している。
・青木　昭弘様　～当院外来通院中、18歳、男性、中等度知的障害

本日の外来受診時に母様からデイケアについての説明の要望が聞かれ、外来終了後に青陽館スタッフが外来相談室にて対応。3月でうみねこ学園を卒業し現在は母様と二人で生活しており、4月4日から生活介護事業所メープルの利用が決まっているとの事。今回デイケア利用について検討している理由としては、病状の安定と悪化予防、社会性の獲得の2点が挙げられており、生活介護と併用して週に1回程度利用したいと聞かれる。デイケア利用にあたり不安な点を母様に尋ねると、若干ではあるが衝動的になる事があり、他利用者様と交友的に過ごす事が出来るか心配と話している。デイケア利用開始の流れからプログラム内容等の一連の説明を済ますと、母様は発達障害プログラムに興味を示し、正式に利用が決まった際には、週1回水曜日にショーケアを利用したいと希望が聞かれる。併せて今後は青陽館施設内での見学、体験利用を希望しているとの事。現在コロナウイルス感染症対策で施設内での対応が難しい事を伝え、管理者、関係職種と今後の対応を協議し、後日連絡をする事とし説明を終えている。
ショートケア
特記事項なし
デイナイトケア
特記事項なし
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